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２
０
２
０
年 

楽
し
く
に
ぎ
や
か
元
気
に
ス
タ
ー
ト 

 

１
月
２
日
は
、
お
正
月
恒
例
、
池
間
島
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

（
池
間
学
区
体
協
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
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ゥ
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・
ン
ナ
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ガ
ン
ジ
ュ
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ヤ
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ウ
ラ
マ
ウ
ト
ゥ
イ 

ワ
イ
テ
ィ
ー
カ
ナ
イ
ー 

フ
ィ
ー
サ
マ
テ
ィ
ヨ
ー
」 
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「
今
年
も 

み
な
さ
ま 

お
元
気
で 

一
生
懸
命 

頑
張
っ
て 

下
さ
い
ま
せ
」 

 

令和初の新正月 

天
候
に
恵
ま
れ
、
今
年
も
０
歳
～
９
０
代
の
老
若
男

女
が
大
勢
参
加
し
、
新
年
の
挨
拶
を
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
集
落
内
を
賑
や
か
に
駆
け
巡
り
ま
し

た
。
全
員
完
走
後
は
、
新
春
一
番
の
運
試
し
！
お
楽
し

み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た 

 

 

 

 
 

令和初の旧正月 

 

 

旧
正
月
、
大
漁
旗
が
は
た
め
く
港
を

横
目
に
、
島
内
外
そ
し
て
県
外
か
ら

沢
山
の
人
た
ち
が
集
う
よ
う
に
な

り
早
５
年
。
三
線
と
唄
、
踊
り
に
、 

 

１
月
２
６
日
は
、
歌
っ
て
踊
っ
て
サ
ン
シ
ン
の
集
い

～
池
間
の
主
ま
つ
り
～
（
池
間
島
サ
ン
シ
ン
の
集
い
の

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

２
６
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
大
盛
況
に

新
春
を
皆
で
喜

び
ま
し
た
。 
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今
後
の
予
定 

２
月
４
～
６
日 

 

流
通
経
済
大
学
附
属
柏
高
校
民
泊 

２
月
８
日
（
土
） 

ユ
ー
イ 

２
月
１
６
日
（
日
）
池
間
大
橋
開
通
２
８
周
年
記
念
行
事 

1月 12日、池間地区防災計画づくりのワークショップ

が防災センターで行われました。内閣府（防災担当）の中

尾参事官、跡見学園の鍵屋先生、琉球大学の神谷先生とい

う専門家と宮古島市防災危機管理課長、島民 20名が参加

しました。先生方は実際に島内を回って避難ルールづくり

への助言をくださいました。 

 

  

 

 

松川浩貴さんが、１月１４日宮古島

市消防本部出初式にて宮古島市長表彰

功労賞を表彰されました。 

昨年、ニャーツの交差点で意識不明

の男性に遭遇し、迅速に 119 番通報す

るとともに、観察を実施し、直ちに胸

椎圧迫（心臓マッサージ）、AED による  

除細動等、救命救助を尽くし、救急隊に引き継いだ功績

が称えられました。父であり池間部部長である浩さん

は、「高い意識をもって救命技術を学んでおり、とっさ

に動けた。日頃からの積み重ねが活かされた。池間部の

訓練を積み重ねていきたい。」と語りました。 

池間部団員は、松川浩部長、前泊幸喜、勝連宗明、譜

久村仁、松川浩貴、波平秀喜、仲原瑠美の 7 名です。 

※池間島内には、学校と消防団詰所に AED があります。 

池間すでぃがふぅ奨学生募集中 

 

 

 

池間島で育つ子どもたちが、「なりたい自分」に近づくことを

応援するすでぃがふぅ奨学金。 

▶ 池間小中学校に通算で６年以上在籍した方で、

2020 年度４月に大学（短期大学、大学院を含む）、高等

専門学校、専修学校に入学する１年生 １名 

▶ 給付型奨学金（返済不要） ３０万円 

▶ お問合せ・受付 NPO法人いけま福祉支援センター 

 奨学金係（0980-75-2870） 

 

自分たちの命は、 

自分たちの手で守れるように！ 

池間島に大地震、大津波が来る！ 

その時に自分は、どう行動しますか？ 

地震が来たら、まず目と頭を守り防御姿勢をとる 

地震がおさまったら、20分で高台へ避難する 

（沖縄トラフ、琉球海溝から津波到達予想は池間島

まで 30～35 分！東日本大震災の津波よりも半分

の時間で逃げなければなりません‼） 

 

池間地区防災計画づくり 

 

 

 

（家を出るまで 10 分、安全な高台まで

10分と日頃より考え訓練を行う） 

自分が生きるために必要なものは自分で

持って避難する（そのためには日ごろか

ら考え、備える） 

まずは自分・我が家の避難ルールを考える。

そして地区の共通ルールをつくっています。 

 

島内はとばさずに安全な速度で、特に

集落内は徐行運転してください！ 

 

※交通安全協会よりお願い 


